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Ⅰ 緒 言

情緒が身体活動に作用して悌泣､覆面潮紅.

胃液分泌その他の生理現象に大なる影響をもっ

こと､又精神障擬殊に精神々軽症の病的心理状

態や身体症状が情緒作用に基因する等.心理過

程と身体現象と.心理過程 と生物体系とが互に

閲聯をもっことは周知の所であるが.理化学的

及び生物学的立碁に於て進歩 した嘗拳にとって

は心理主義は親 しみ難い し.それを認めたとし

て もその範囲は極 く釈少なものに限定するO換

言すれば腎拳の心因に封する態度は甚だ滑極的

なものである｡それ故にもし吾々が機能的疾患

はもとより.器質的疾患は心的過程によって起

った機能障擬であり.叉それか ら生じた器質的

障擬であると論及すれば.そうした考え方が万

有精神論 Animism的であ9､全 く素人くさい

荒唐無稽でとるに足らない､加持所蔭と相顕る

こと遠 くない等と強 く反駁され否定されて了う

のが通例である｡治療面に於ても慣之心理撃的

法式がその慣値を認め られていても.心理拳的

法式は暫畢領域の埼汁にあるものとされ捗ちで

ある｡心関についての関心が上述の如 くである
り

のに封 し､ALEXANDERは次のように述べて

世人の注意を喚起 しているO即ち ｢大脳の細胞

生理撃が非常に萄達 した後でも.生理学的叉は

葉物拳的法式で､例えば何人かを説得するとか､

教導の開頭を解決するように人の心を動か し得

るようになろうとは何人にも想像困難であり.

又反封に病的精神過程は説得や解説等の心理撃

的法式で左右 され得 るのであって.心理的機序

による障充に影響を及ぼし得る最大の法式は常

に心理的手段であらねばならぬとの経験並に理

論が存在する｣と.

- 83

Ⅰ 文 献 的 考 察

文献を挟ずるに心因についての多岐に捗る見

解を一つ一つ吟味 して行 く煩を避け､私は撃家1l)
の多くに理解 され易いであろう H.FENDELの
園式による心因論を紹介 しよう.彼によると攻

囲の如 く

l凍･p?.

1) 特殊性とは精神的外傷が喝吐を引起すが

下痢､頭痛､疫撃等その他の心囲性症状を惹起

しなvl｡壬兵言すれば外傷が喝吐を引起す内容で

ある場合｡非特殊性とは精画的外傷が曜吐を引

起す内容とは限られていない場合6

2) 鮭封性.相封性とは器官の側か らの因子

である｡絶封性とは心的症状形成の際にFREUD

の所謂｢身体からの迎い入れ SomatischesEnt-

gegenkommen｣(後述) が閲興 しないもの｡

相封性とは心因性症状形成の際に身体的役割が

考慮の中にとか入れ られるもの､例えば胃が何

らかの柄的献態に在るとか､生木性に芽等であ

るが 鳥 に胃が locusminorisresistentiaeで

あ 9､胃が身体的作用だけでな く心的影響によ

っても容易に心因性症状を形成する場合｡

以上特殊性､非特殊性.転封性､相封性の四
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の組合せによって次の如きものが出煎る｡但 し

絶封性 ･相封性.特殊性 ･非特殊性の組合せの

存在しないのは勿論である.

a) 羅野性 ･特殊性心因O 若い家蹄が姫坂

を恐れた結果の腔疫撃｡

b)絶野性 ･非特殊性心因｡ 恐怖夢とか覚

醒時の恐怖による心棒冗進｡

C) 相封性 ･特殊性心因｡ チック性頭部振

動の患者は以前か ら或る疑問に悩んで居D､そ

れが患者の脳裡から離れなかったO患者は之を

解決し否定せんとするo換言すれば頭をふる横

合をどうしても得られなかったのである｡然 し

患者はチックに於で代償している｡

d)相封性 ･非特殊性心因O 冠状動肱硬化

の患者が精神充電によって狭心症 楼 萄 作を起

す｡

以上の他に精神的外傷の側から一次性及び二

次性の二に分つ｡

e) 十欠性･転封性心因o a) の例は不安

が純心理的である｡

f) 二次性 ･絶封性心因｡ a) の場合に不

安が脳病とか甲状操中毒とかに由来するもの｡

g) 一次性 ･相封性心因｡ d) の例で冠状

動泳硬化の患者の病的心櫨に感ずる精種瓦窓が

全く正常な日常体験｡

h) 二次性 ●相封性心因｡ d)の例で心臓

疾患に働 く克奮性が同時に存在 していた糖尿病

に由釆するが如きもの｡

FENDEL は以上の如 く心因を巧みに蔓理 し

園式化している｡彼は ｢身体よりの迎入れ｣な

る概念をとり入れ､又 e) に於て心因を栢深 く

追及しようとはしているが､全般的には表面的

で理論の遊軟にすぎないとの観を呈している｡

結局彼の心因論は理化撃的並に生物導的な見地

に立ってのものであるが故にこの範囲にしか理

解 し得ないのであろう.
3)

近時牽達 しつ 1ある精両身体雷撃は精軸と身

体との関係を従来の雷撃に於けるよ9もより密

接なものと見ている｡ 精神身体雷撃では疾病が

1)細胞疾患 一 括追撃化 一 機能稽乱

2〕機能預凱- 細胞疾患 ･- 構造轡化

3)心的竣乱 一 機能損傷 - 細胞疾患 - 構

村

追撃化 の三様に形成されてくる中.殊に 3)

の形式に注目し､之が追及に努力している｡
4)

SHORVANその他 は種々の皮膚疾患 例えば寺

麻疹､療揮症､揮疹､乾輝.紳粧皮膚炎その他

の患者のPersonalityには大な り′)､なD強迫性､

不安性､ヒステ1)-性､精神病質的等の異常が

見出されたとし.精神療法を加味することによ

って治癒を促進し得たと報告している｡

心因に関してのよD深い洞察は古 くCHAR-

COTによって始められていた｡彼は近代雷撃か

らは殆んど顧みられなくなっていた催眠術を正

規の研究法式として採用した｡両もその結果と

して種々の器官が､就中その横能が白蓉的の意

識に従っていない - 自動的 一 器官すら催眠暗

示の影響をうけて､例えば心臓泳縛数､血管連

動の奨化を舜たす事賓を明らかにした｡

CHARCOTに畢び､再も全 く異った畢詮を創

始したのはFREUDである.心因を問題にする

時に FREUDによる精再分析拳を忘却すること

は許されないO精神分析峯は種々の精両々軽症

に於ける心因を明らかにすると共に､器官神経

症や精神病にもその畢理が遠慮されることをも

琵明した.以下私は精神分析学に立脚して身体

症状の意義を考察してみる｡

精神々軽症に於て歴迫され.閉ぢ込められた

表象や感情は異常な身体症状に襲化する｡ か く

｢精神的のものが身体的なもの-と飛躍 したも

の_を轄換現象 Conversionと名付けるD轄換

現象では何らかの精神円容が意識面に泣び上ら

チ.撞って一定の情緒が言語や動作にその吐け

口を見出せす.而もこの情緒が器官に藍拍勺な神

経支配を引起 して､その意志表示をある器官で

行っている｡旗言すれば器官言語 Organlan-

guageとして物語られているのである｡この過

程は常人には自覚されない｡それはこの過程が

無意識的であり､吾々が知覚するに必要な経路､

即ち衝動代表 - 無意識的事象表象 - 無意識的

言語表象 にと順次にiif過 して始めて意識され

るOこの様な経路をふまずして衝動代表と知覚

意識とが直接結びついているからである.放て

韓換現象は如何にして起るかと云うに.その最

も重要な横制は｢身体よりの迎え入れ｣である｡
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｢心 因 ｣に 就 て

T)ビ1I一満足が許されない時にそれ迄封象にむ

けられていた 1)ビ1=-は封象から離れて自己に

引戻される､この自己に復蹄した1)ビドーは催

情帯erogeneZoneを備給する｡この際催情帝

は精神葛藤を自ら迎え入れるとの態度に出るの

でかく呼ばれる｡身体の何れの個所が､又何れ

の器官が催情帯として撰揮されるかは .)ビドP

費達途上に於ける固定によって定められるし､

幼晃期に偶然起った経験も原因的役割を演ずる

し､叉抵抗力減少部位なる器官が之に関輿する

こともある｡

ヒステ1)一症に於ける特損症状は多種多環で

あるOその中屡々出現するものは知覚障擬､這

動障擬､墜痛点等である｡ヒステリー以外では

不可能であ り､又意識的にはなし得ない運動,

楯環､分泌腺機能､組織の柴着等の轡化､胃腸

や気管枝の平滑筋等の機能を白己の支配下に約

めていた り､局所的出血や水泡形成､皮膚粘膜

の隆張等をも生ぜしめる｡輯換と云う横制から

仝身体が精神活動の表現の道具となり得ること

がわかる｡ヒステリーと多くの点では共通する

が他の点では甚だ異る所のある疾患､例えば不

安神経症､器官神経症､制TL状態 (陰萎､早漏､

不感症､腔塵等)､外傷性神経症等のヒステー)

-と精神病との中間に在る疾患に於ける精神活

動と身体過程との関係は 1)ビドー概念を以てす

るとよく理解される｡即ち之らの疾病に於ては

封象1)ビド-の分配に変化が起るのである.･先

づ封象 1)ビドーが封象から撤回されるOこの封

象から撤回された 1)ビドー量は器官備給に用い

られる｡次いで器官に備給されるリビドー量が

増加するだけでなく器官リビドーが一ヶ所に集

中される｡従って他部への 1)ビ1I-備給は減量

して了うのである｡不安神経症や神経衰弱に於

ける不安症状.不安に閥聯 した身体症状､神経

衰弱拝所許は性満足の障擬やOrgasmの失敗に

基 く｡身体疾患がある時には器官は特別大量の

1)ビドー備給をうけるO而も之迄の器官1)ビド

ーのみならず封象 1)ビ ドーも亦動員されるが鳥

に封象備給は減少し､その結果として精神状態

の奨化は自己愛 Narcissismなる形をとってく

るO之が器官紳樗症や疾病神経症Pathoneuro-
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sisの構造である｡心気症ではこの関係は逆にな

っている｡即ち心素症は生理的検査では変化が

見出されないが.1)ビドー儒給が冗進して所謂

1)ビドー欝積が存在するのが柄的なの で あっ

て､冗進 した リビドー備給は精銅生活に不快緊

張を斎 らし､心気症の増加と共に外界の封衆へ

の 1)ビドー的関心は薄らぐ｡換言すれば心気症

では心的原因によって封象備給を放棄し､器官

備給を冗める様に強いられる.この器官備給の

冗進が身体症状を作 り出すのである｡外傷性神

経症の神経衰弱型､ヒステリー型､心気症型等

は夫々前述の l)ビド-経済的見地から理解出来
Lr=))

る｡MENGは慢性再蔓性の胃及び陽潰疾､胆嚢

除去後にも疹痛が環存する胆嚢疾患､赤血球像

襲化を伴う慢性血液疾患､再牽性結膜及び角膜

疾患､植物神経系や内分泌の障擬､甲状腺障碍､

蒜疫症等に於ては重症無意識的精神痛が身体衰

弱を釆たすのみか器質損傷の原因となっている

ことを経験し､之らの場合に患者の自我及びそ

れの外界との関係の犯され方が神経症的と云う

3:少は精神病的である朗から､之らを器官精神

病Organpsychosisと命名した｡器官精神病と

は甚だ奇異の感を輿える｡精神病とは精神障擬

をさすものであるから｡それにも拘らずMENG

は自己経験から上記の命名を敢えてしている.

ヒステ1)-の症状形成は自我とエスとの妥協に

よる｡ヒステリーの自我は個体菅生的にも種族

畿生的にも原始的牽達段階に在 り､外界との連

騰に際して外界を撃化させようとせずに自己の

身体を奨化させて適膝をはかるの が特 徴 であ

る｡両も自我の変化は二次的に起っているO然

るに器官精示申病の自我は一次的に愛化 している

のであって､之が神経症と精神病との重要な相

違点である｡

皿 自 家 経 験 例

1) 定型的特著性食主宣教窄O患者は生後間も

な く生母に死別｡人工栄養で育てられたが成人

後は牛乳嫌いになった.即ち患者は神経症的に

なっていた.結婚後夫は酒客で家をあけること

が多く､性生活にも不満が大であった｡患者は

夫を自分に引とめておくべ く腔塵撃的態度をも
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って反感した.之が FREUDの所謂 ｢下方よ9

上方-の移動｣の墳制によって食道壁が轡精し､

食道狭窄の像を蓋 し､噂下困難に陥った｡本患

者の父は胃痛死｡患者が本症に悩まされるや常

人はもとより親戚一同も痛の牽生ではないかと

心配していたのであるが.検索の結果痛でない

ことは明らかであった｡
6)

2) 赤面及び赤面恐怖症｡ 赤面は-の韓携

現象である｡赤面は蓋恥の現れであるだけでな

く,上方-の移動の磯制によって元釆性器に起

る可き現象が嶺面に起 り､額面が性器化 (器官

叉は身体部位が1窪張し浜潤となわ､性器として

の意義を得るに至る時その器官叉は身体部位は

性器化されたと云う)されたものである｡赤面

の生ずることに曝露慾は密接な関係にある｡額

面は吾人の身体中曝露慾の満足が公然と許され

る部位であるから､性器領域に起るべき現象の

移動を迎えで性器化される｡赤面恐怖症は性衝

動,殊に曝露慾と之に封する制止墜迫との間の

軋蝶の結果の妥協形成で､之によって患者の曝

露慾的傾向は男装せる形でその満足を許される

が､自我や上位自我は曝露慾の満足に封し強vl

蓋恥心叉は罪悪感を以て反癒し､患者は困惑､

狼狽に陥って了う｡赤面恐怖症と云われ乍らも

赤面が直接の問題とはならず他の露出部位､例

えば手とか足とかが赤 くなるのを恐怖する碁合

もある｡この様な場合は手や足が嶺面の代理を

しているのである0

3) 輯換症状はヒステ1)一症のみに可能なの

ではない｡催眠､暗示でも作9出せるし､叉小

鬼期に反復され熟練した場合.例えば精神薄弱

や精神病質等に屡々見られる反努の如きが自動

fl勺.反射的又は命令自動症的にも出現する｡

4) 感情の動蹄に際して､例えば抑欝､預期

恐怖､驚樗等で括約筋の軽挙や弛緩が乗る｡そ

れが鳥に尿意頻牽､便秘.下痢等軽々の症状が

現れることに屡々遭遇する｡意識的範囲内の感

情襲化は恐らく一過性の棟能不全を蘭らすにす

ぎない｡持静性慢性の便秘や下痢 は無 意識過

程､コムプレックスの働きによる｡ある赤面恐
り

怖症の男の患者に於て便秘-糞桂が勃起した陰

萱を代理していたし､夫に封して強いサデイズ

村

ム的願望をむけていた不安紳軽症の患者はこの

鰯碧を抑壁すべく努め､かくすることによって
1)

頑固な便秘に悩んだ｡ この例は ALEXANDER

の患者､即ち一人の女性が子供を欲 しvl束持ち

と欲しくない気持ちとをもって居り､之が反鹿

として便秘が現れたと云うのとよく一致する｡

旺門愛の強い人では精神葛藤が容易に便通を利
r･)

用する｡赤面恐怖症の女の患者が私に贈 t)物を

しまうと茎想して激しい下痢をした｡

5) 食慾と精神作用とに密接な関係があるこ
丁)
とも周知であるO然 し革に気分に支配されると

云った意識的の問題だけでなく､勿論無意識的

コムプレックスの問題である｡20才の-強迫性

紳軽症患者に口費的傾向があり､居着は母結合

即ち母の乳房-の欲求をもっていたが､患者に

は食物は物的意義をもつだけでなく､愛情や庇

主筆の象徴でもあったO従って患者には ｢たべさ

せ られる｣ことと ｢愛される｣こととは同義で

あった.分析治療によって無意識的母結合を意

識界にう乏び上らせることに成功した時､換言す

れば甚だ巌格で而も苔富家である父に激 しい反

感恰悪を抱き父を強く怖れていることを理解し

た後に患者は安心して母の愛情を味うことが出

発る様になった時に､愛情を代理象徴する食慾

が俄然克まって雅たのを見た.43才の永年胃腸

障擬に悩んでいた不安ヒステ7)-の男では前例

より強い母結合を有した｡本例もたべさせられ

ることと愛されることとが置き代えられてvlる

ことが解った｡強迫錯視を主訴とした26才の女

の患者は他人の世話になるのを好まず.自信に

富み､能動的でお人好しであったが.之らは茸

は劣等感の過度補償に他ならなかった｡両もこ

の患者は前述の如き無意識的愛慾求の願望を絶

えず持って居り､この愛慾求は結局食物掃取と

連結しているので植物神経系は絶えず刺戟され

た.こiに神経支配に奨化が起 り､胃には慢性

の刺戟が及ぶo従って胃の慢性墳能障擬 - 冒

痛､唾液分泌過剰.胃膨満感等が起っている｡

前例の胃腸障擬 も之と同様の横制によるもので
1)

ある｡ ALEXANDERは以上の如 くにして生じ

た胃の機能障擬が永績する中に胃に恭質的襲化

が生じてくる.之が胃潰痕であるとの見解を牽
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日
日
日日
=

表した｡近時精神身体野拳の領域で胃潰癌が し
S)

きDに問題にされている｡MAHLは犬を用いて

賓験 した｡即ち犬を慢性不安又は恐怖状態にお

いた所犬に胃酸過多症を作 り得た｡MAHLはこ

の状態が永榎すると潰癌が生ずるであろうかと

最後に犬を殺ろしてみたが胃潰蛎は詮明されな
6)

かったと報告している｡然るにSzASZはMAHL

の葦験を再検討してMAHLの貰駄犬は恐怖状態

に陪らされたものではなく､犬の態度行動に強

度の混乱と解体とを蘭 らしたにすぎぬとし､彼

は仔牛を以て賓験した.即ち仔牛を早期に離乳

させると仔牛に胃酸過多が哉生する｡所がその

仔牛を叉親牛から直接乳をのむ桂にさせると之

らの症状は容易に除去され うるこ とを確 め.

AI.EXANDERの胃酸過多叢生磯序の精神分析拳

的見解を承認できると述べている｡器質的損傷

の牽生に関してはなほ今後の研究に保たぬぼな

らない.

6) 胃下垂が無力体型に親和性のあることは

既知の所であるが､心因即ち白華性が少く他人

の支持を得たいとの依存的傾向を胃下垂の成因

の中に加うべきものと考える.
10)

7) 欠伸茸作を私は-の韓換現象と見る｡大

脳局在論的見地からは欠伸中隔なるものが慣定

され､この中根は呼吸中枢の一部をな している

が通例は制止されている.もしこの割LE.が解か

れると低級な呼吸作用である欠伸が出現すると

説明されている｡欠伸離 日何なる場合に生ずる

かと云うに.例えば中隔神経系の器 質 的障 擬

(脳出血､脳炎等),大月笛の機能障擬 (疲労､

貧血.悪液質､血行障擬等)の他に退屈暗にも

起 D､所謂精神俸染とて欠伸a:)模倣俸染なる心

理過程も考慮に入れなければならない.私の経

験では患者にはr'&駅感に次いで封象から))ビ ド

ーを撤回した徴として欠伸が起る｡欠伸の深い

吸気の時期に封象をロー吸気愛的に椿取 し.そ

れに緩 く呼気の時期に旺門-呼気愛的に椿取磯

制に防衛する｡換言すれば欠伸には封象捧東に

命令と禁止とが相前後して行われているのを認

める｡欠伸は一種の身振 り言葉 Gebaerden-

spracheで､自我本能の ｢魔術的身振 りによる引ilF:
万能感｣の段階に過行したことの表現と見られ

るのでないかと考える｡

8) 私は 3例の甲状腺中毒症を治療 した.尤

もその中の 1例は家庭の事情によって精神分析

を中途で止めなければならなかったが､他の 2

例は十分に観察もし廃置も施した｡2例共にその

臨床症状は大同小異であD､自我の欠格も亦甚

だ近似であった｡1例の概略は次の如 くである｡

患者は30才の女､約 3年前欝憂状態に陥った

が.バセドー氏柄の診断の下に甲状腺切除手術

をうけた｡葬SL患者の苦痛は一向に治夫もしな

いし軽減もしない.却って甲状腺が腫張 し喉頭

部が墜通されて呼吸困難を感じ､頭痛,手指簾

顔､心俸冗進が増強する一方､患者は-ツトrt

横になると手足を縛られて地下に引こまれる様

な不快感に襲われ.馬に陸脱がとれなくなり,

更に腹部にシビレ感をもつと同時に何とも名状

すべか らざる欠伸豪作を伴うに至ったので､別

の外科病院に入院｡入院中前述の症状の他にテ

タニー様費作が起ったと云うのである｡精神分

析治療中に示された患者の態度は分析撃に依存

的なものであったが､一度抵抗が克まると甚だ

執抽な頭痛.呼吸困難等の身体症状が激意し.

聯憩は全 く障擬されて了う｡精神的動略が身体

症状を喚起することは普通-股にも稀ではない

が､患者に於ける精市中と身体との交流が余Dに

容易に起 り得たことは驚くべきものであった｡

患者は何かを思い出したゞけで頭を押えつけら

れた如 くになD急に寒む気或は熱感を覚えた D

する.恐ろしいと思うと血の気が去った様にな

る｡誰かに反感を抱 くと身体束縛感が生れ､日

中り刺戟はそのま 夢ゝに於ける身体感覚となる

と共に覚醒後にも夢に於ける知覚が依然として

硬存する｡例えば手の しびれや呼吸困難等.質

するに患者の身体我と精神我との境界が確然と

していないO両者の分化が不十分である.か ゝ

る傾向はヒステリー症に於ても見られるが､患

者の呂我と外界との病的関係はこの範囲には止

らない.患者は心気的で､除去した甲状腺が腫

張 して呼吸困難が起るとか.自分には肉体がな

い枝だ､自分の足が自分の足ではない.滑光と

共に外界が暗くなると硯力喪失の不安焦燥に騒

られ､外界が常に動掃していると感ずる等離人
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症的傾向が現れるのであるから.患者に自我頃

鼎の消失が存すると考えられる｡韓按の梯制が

あり､又離人症状が示されていることはヒステ

1)一性と云 うことも出煎る.所が患者は時々食

物に毒が入っているのではないかと考えて食思

が損われ､食物を噛むことに嫌悪を抱 く ｡ 欲求

が満たされぬと夢でそのま 充ゝ足され､就眠時

に妹からおとぎ話をしてもらったD.患者の自

我には幼兄性が蘇著であるだけではない｡患者

の思考は自己愛的､魔術的､象徴的の自我聖達

段階の固定に基き､自我は衝動的エスと結合し

ているものの棟である.以上から患者は通例の

ヒステ 1)-と診るべきでなく､MENGの所謂器

官精神病の範噂に屈するものであろう.
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